
透きとおった空気が心地よい、すがすがしい季節となりました。 
さて、大きな学校行事である運動会を、みなさまのご協力のもと、過日無事終える
ことができました。演技後に、子どもたちの満足そうな様子をみることができました。 
今月も、修学旅行や日曜参観、校内作品展など、まだまだ行事が続きます。子ども
たちがいろいろな行事を通してさらなる成長を遂げてくれることを願うとともに、実り
多い月となることを期待しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月の予定 
1（水） クラブ  ５年発育測定  音楽会練習開始  ６年平和学習 

１～３年１３：３０ ４～６年１４：３０下校 

2（木） ４年社会見学（工務店）  ６年発育測定  ６年検尿２次 

3（金） 文化の日 

6（月） 平和集会  ４年発育測定  看護実習  引落日 

    東光人権週間（１９日まで）  １年秋みつけ 

7（火） ３年発育測定  支援学級体験会  看護実習 

8（水） 委員会活動  ２年発育測定  

１～４年１３：３０ ５・６年１４：３０下校 

9（木） １年発育測定  支援学級交流会 

１０（金） ３年社会見学（消防署）  １年出前授業  ２年おもちゃまつり 

１２（日） ６年修学旅行 

１３（月） ６年修学旅行 

１４（火） ６年振替休業  支援学級体験会 

１５（水） 全学年 4時間授業  １３：３０下校 

１６（木） ５年非行防止教室  跳び箱教室      

１７（金） 跳び箱教室 

１９（日） 日曜参観  作品展示  引き渡し訓練 

20（月） 振替休業 

21（火） 跳び箱教室 

２２（水） ２年社会見学（図書館）  １・２年１３：３０ ３～６年１４：３０下校 

２３（木） 勤労感謝の日 

２４（金） 不審者対応避難訓練 

25（土） 岸城中学校区 PTAソフトバレーボール大会 

２７（月） ＴＶ集会 

２８（火） 募金活動（赤い羽根・年末助け合い、３０日まで） ６年検尿予備日 

２９（水） 全学年 4時間授業 13:30下校  ２年社会見学予備日 

家庭数配布 

                     令和５年11月号 

                                               岸和田市立東光小学校  
学校だより 



お願いいたします 

運動会までは残暑が厳しく、10 月の中旬だというのに冷房を入れていましたが、その後急に 

気温が下がり、子どもたちから「涼しい」よりも「寒い」という言葉が聞こえてきました。衣替えの

時期かと思います。登校に際し、可能であれば着脱しやすい上着等をご用意いただき、お子様が

自分で気候や気温に合わせて調整できるようご配慮ください。また、服の落とし物や忘れ物が 

多数あり、職員室前で保管しています。速やかにお子様に返却することができるよう、衣類への

記名をお願いします。靴下や下着等、記名しにくいものもあるかと思いますが、ご理解とご協力を

お願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月は運動会の取り組みが中心となりまし

た。子どもたちが今まで練習を頑張ってきた成

果をご覧いただけたかと思います。運動会の

練習や当日のようすについて、一部ですが学

校ホームページに掲載しております。ぜひご

覧ください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休みから始まった校舎の外壁工事です

が、東光小学校のシンボルである時計台が

がお目見えしました。現在、引き続き塗装作

業の工事を行っております。今後も学校教育

環境の改善を進めてまいります。 

今年度から、全クラス児童が揃っての行事や

集会を行っています。学校全員が集まることが

できるだけでも雰囲気が全然違い、行事もグッ

と盛り上がります。コロナ禍でできなかったこと

の大きさと、人と人とのつながりの大切さがよく

わかります。 

１０月２５日、４年ぶりとなる連合音楽会が波切ホー

ルで行われました。東光小学校は５年１組が代表とし

て出演しました。とても素晴らしい歌声と演奏を披露

してくれました。 

（写真は前日の練習風景です） 



校長室より 

「ともに学び ともに育つ」ために 
 

皆さんご存知の通り、東光小学校にはしいのみ学級があります。 

しいのみ学級は、体が不自由であったり、病気がちであったりする子どもたちのために、    

約 50 年前に設置されました。配慮が必要な子どもたちのため、タクシーによる登下校の送迎や

エレベーターの設置、複数の介助員や学校看護師の配置など、手厚い支援が行えるように   

なっています。一般的には、居住している地域の小中学校へ通学するのが原則ですが、しいのみ

学級は校区以外からも通学することができ、大阪府内でも非常に稀な制度になっています。 

さて、今回は、しいのみ学級の子どもたちを支えてくれている介助員と学校看護師について 

ご紹介しようと思います。 

 

現在、東光小学校には、介助員 10 名（介助補助員含む）、学校看護師２名（曜日替わりで 

勤務）が所属しています。 

彼女たちの１日を密着取材してみると……。 

介助員は、概ね７時半頃には出勤が完了。同時に、子どもたちを迎えに行くタクシーも学校へ

到着します。７時 50 分頃に介助員がタクシーに乗り込んで子どもたちを迎えに行き、８時過ぎ 

頃にはタクシーが学校へ続々と戻ってきます。 

タクシーから車いすを降ろし、ランドセルや荷物を降ろし、子どもたちを抱えて降ろして     

のびのびルームへ。その間、学校看護師も手伝いをしつつ、子どもたちの健康状態を確認    

します。そしてあっという間に１時間目に突入。 

特に、休み時間は多忙の極致！ 

体育や音楽などで教室の移動がある場合は、車いすを押したりして補助をします。体操服への

着替えを手伝ったりして、それが終わったら別の担当の子どもの教室へ駈け込んだり…。さらに

授業中も、図工で使う道具や習字の筆、リコーダーなどの準備を手伝い、子どもたちと一緒に 

掃除もします。時には、しいのみ学級以外の子どもたちのサポートをすることも。そして、登校時と

同じように下校時もタクシーに同乗して、学校へ戻るのは４時頃でしょうか。 

そんな慌ただしい日々ですが、介助員と学校看護師のお陰で、子どもたちが安心して学校  

生活を送れているのは間違いありません。 

このように書いていると、しいのみ学級の子どもたちは、あらゆることを手伝ってもらっている 

ように感じるかもしれませんが、そうではありません。子どもたちなりにできることは頑張らせて、

自立に向けて日々取り組んでいますし、私はそうした子どもたちの姿から、たくさん学ばせて   

もらっています。（運動会での頑張りには心から感動しました。東光小学校に赴任して良かった

と、心底感じた１日でした。） 

 

あらゆる子どもが共に学ぶ「インクルーシブ教育」が提唱されて久しくなりました。ごく自然に

その理念を実現している東光小学校の子どもたちを誇りに思うとともに、日々支えている職員の

様子を少しだけ紹介させていただきました。 


